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4, 5 9 3
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5, 4 7 5
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6, 7 3 2
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7, 4 3 4
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大阪市における59年から68年までの10年間の着工建築物（非課税分も含む）の量は3,0 4 6 haであり、69年全














合　計（㎡） 2 7 0,416.3 7 35 64.1 24 2,319.2 1,50 8,770.7 14 5,84 4.4 1,99 5,949.5
比　率　（％） 3.3 0.9 3.0 18.9 1.8 25.0
棟　　数　（棟） ５８ ２２ ６４ ５６ １５ ２５３
よ雙％(j/棟) 4,66 2.4 3,343.8 3,78 6.2 2 6,94 2.3 9,723.0 7β8 9.1
事務所十倉庫 店　　　　舗 店舗十事務所 倉　　　庫 サービス そ　の　他
合　計（㎡） 29 6,914.9 4 1 9,77 8.1 2 6 8,721.6 9 0 7,89 3.1 9 8 3,115.1 8 41,3 23.6
比　　率（％） 3.7 5.2 3.3 11.4 12.3 10.5
棟　数（棟） ５１ ６７ ４５ ８４ １４２ ９０





































































































庄内地域全域 425.50　　7 9,94 7　　28β38　　18 7.9　　　67.8　　-11.0　　- 5.5




19.11　　3,148　　　937　　16 4.7　　　4 9.0　　-11.6　　- 7.5
10.14　　　243　　　　64　　　2 4.0　　　　6.3　　- 6.2　　- 3.0





2 3.71　　7,7 36　　2,40 2　　3 2 6.3　　　101.3　　-14.6　　-11.1
10.9 6　　1,4 51　　　457　　13 2.4　　　41.7　　-19.0　　-16.1







19.8 2　　2β80　　　922　　14 5.3　　　4 6.5　　-16.5　　－84
5.36　　　339　　　101　　　6 3.2　　　18.8　　　7 7.5　　　80.4
5.19　　　438　　　144　　　8 4.4　　　27.7　　-27.8　　-20.4
t95　　1,0 4 6　　　310　　211.3　　　6 2.6　　-28.9　　-20.1





18.8 6　　34 6 2　　1,109　　18 3.6　　　5 8.8　　-15.2　　-13.2
6.13　　1,314　　　427　　214.4　　　6 9.7　　-18.3　　-14.3
7.89　　　985　　　314　　124.8　　　3 9.8　　-17.7　　-19.5
4.84　　1,16 3　　　368　　2 4 0.3　　　76.0　　-13.6　　- 5.6









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第３節 工 場 法


























































































事　　務 衛　　生 技　　術 不定 計
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そこで、庄内地区の形成過程を、①戦後改革期（終戦～19 5 1年）、②町村合併期Cl 9 5 1～19 5 5
年）、③高度成長期(19 5 5～19 6 5年）、④住民運動激動期(19 6 5～19 7 2年）、⑤まちづくり





















この結果、労働者の増加もすすみ、19 3 5年（昭和１０）には6,1 9 1人（同年国勢調査）、庄内村が庄内





































































































































































次に、売り渡し実績（表８－３）をみると、府下では農地で２ 0,2 6 6町歩（約2
0,2 6 6 ha ）、農業用

































庄　　内　　町 771.823 4.522 776.415 6,552.66

























庄　　内　　町 848.104 4.522 847.626 6,54a66
府　　　　　下 173,020.428 29,640.718 202,661.216 1,682,154.52 10,161.60 a884.316 807.008
（大阪府農地改革史、３８６ページよりの第１５表より作成）




























資料：庄内町「事務報告書」19 4 7年、19 5 0年
－７３－

















































れぞれ1 1.2%、1 5.1%、1 8.0 %で年々増加の傾向にあるとはいえ、その増加はややゆるやかであるの
に対して、19 5 1年には2 8.7%に達し（’大阪府地方課調査、19 5 3年）、朝鮮戦争による重化学工業
叱とあいまって、庄内駅新設によって人口の増加もより促進されたということができるであろう。
　








(19 4 6年）。これは分譲されることが条件となっていたため、19 5 5年の豊中市への合併時には、ほ
とんどが分譲を完了していたので、今日では２戸しか残っていないのが実情である。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































業種構成を知る資料がないが、19 5 4年度における工業の生産額の分布をみると（表8- 9 )、もっ












































































件　数 １ ４ １２ １７ ４ １ - ４ ４３

























　1 2 5, 6 7 8 (　　3. 4)
　9 3 7, 3 0 5 (　2 5. 2 )
　　2 3, 9 1 3 (　　0.6 )
　　1 9. 3 3 7 (　　0.5)
　　7 7, 17８（　　2. 1)
1, 3 3 6, 7 2 1 (　３ ６．０）
　　1 4,7 0 0 (　　０．４）
　　2 5, 6 6 9 (　　０．７）
　1 0 1, 7 7 0 (　　2. 7 )
　　９ 3,6 1 2 (　　2.5)
　7 4 1, 6 9 4(　２ ０．０）
　　　4, 4 0 0 (　　０．１）
　2 11, 1 3 0 (　　5.7)
計 ３,７１３,１０７（１００．０）














表8-1 0　産業別就業人口(19 5 3年）
Ｔ 商　業 工業 運輸交通業 農　業 林　業 水産業 公　務自由業 その他 合　計
人　口　囚 1,7 10 7,140 1.25 0 2,081 ９０ - 2,010 2,75 6 17, 0 3 7
比　　　率
(ﾉな-セント)























19 5 3 19 5 4 19 5 5 19 5 6 19 5 7 19 5 8 19 5 9 19 6 0
新市建設計画
11 8,6 5 3 1 2 4,4 2 9
　　(4.9)
11 7,7 3 7
　（△5.4)



































































　　　　　唄どこ総　　　　数 ４８７ 1 5.05 0 10.88b 4,165 ３１ 3 2.54 0.9 U
旧豊中地区 ２３０ 6,762 4587 2,17 5 ２９ 9.77 25 25 　　　　　　　42. 9 1
／　　　　　　　88.591旧庄内地区 ２５７ 8.288 6ぶ９８ 1,990 32 22.7 6 7β９０
庄　　　　内 ６８ 1,83 5 1.417 ４１８ ２７ 4.08 45 9 5 60,6 6 8
庄　内　　南 Ｈ２ 5.0 03 3.76 9 lぶ３４ ４５ 16,191,978 14 45TO
庄　内　　西 ５０ ９０５ ７８１ １７４ １８ 1,628,308 3 2566



















食　料　品 1（　2.9） 2k　7.7ﾀ 3（　5.0;
繊　　　　維 21　5.9) 4 C 15.4) 6 ( 10.0)
木　製　品 2（　5.9) －（　弓 2（　3.3J
紙　加　工 1（　2.9) －Ｃ　弓 1（　1.7)
土　　　　石 －（　一） ２ｋ　ｌプｎ 2（　3.3)
化　　　　学 4 C 11.8) 3 C 11.5) 7 ( 11.7)
金属製品 6 C 17.6) 6 C 23. 0 12 C 20,0)
機械製造 16 C 47.1) 8 C 30.8) 24 C 40.0)
そ　の　他 2（　5.9; 1 t　3.8） 3（　5.0)


























食　料　品 8（　2.6) 30 t 10.4) 38 C 6.3)
繊　　　　撮 15（　4.8) 54 1 18.8) 69 C 11.5)
木　裂　品 19（　6.1) 33 1 11.5) 52（　8.7)
紙　加　・ 19（　6.1) 17（　5.9) 36 C 6.0)
土　　　　石 9（　2.9) 17 C 5.9J 26 C 4.3J
化　　　　字 24 C 7.7) 7（　2.4) 37 ( 6.2)
金属製品 59 C 18.9) 27 ( 9.4) 86 C 14.3)
機械製造 130 ( 41.7) 61 C 21.2) 191 C 31.8;
そ　の　他 32 C 10.3) 33 C 11.5) 65 C 10.8)

























雇用● ６営巣主Ｓ。蛮農林漁●建築膜造卸・小売運輸通信サービス 飽 農林旅果生産運輸販　売サービス事　蔡
豊中市全体184,271　100.0 113.119　84 2
18.872

























29､858　31.6 24.216　26.3 36.a57　39 4
旧庄同地域 42.OSS　100 0 35､&)　84 2
4,S13













3.sola59 6356.5 1.68017.2 6励6.5 340.4 3.29433 8 3.628372 2.790286
島田 5.721100.0 4.822848 64811.2 2S84.4 681.1 2.90S　507
1.809
229 4808.4 64711.3
31956 631.1 <j.18054 7 1.21421.2 1.314230





庄同甫 IO.8e7　100.0 9.14684.2 1.160　107 5S45､｜　S 0.2 6.<26　59.1 2.082　19.2 8718.0 1.037　9,5 4S3.9 230.2 6.72761.9 2.(£5　18.9
2.062
　19 0























































































































地元住民の運動は、３３の町内自治会が結束して2, 5 0 0名による住民大会がひらかれ、庄内南部工業
地域反対市民の会（８､４９６名）が結成されるなど、近年の運動の中でももっとも大規模に展開されたと
いえる。
反対陳情のおもなものは、庄内南部工業地域反対市民の会（２９自治会、8, 4 9 6名）、老人クラブ連







































































































































































































































新設･転入 転　　出 転業･廃業 全工場

































工場数 315 75 54 a） 89 ５ Ｈ 23 ７ 600




























































































































































































































































































サソプ４ ６ 37 85 115 63 585 279 306 63 953




































































































14.7 8.3 18.413.8 5.7 30.1 0.9 2.0 6.1 - 100.0
　　　(2)庄内地域
　1972年
i7.e 5.1 io.e 7.6 31.6 5.2 4.5 17.8 100,0
南地区
1974年




















　 　 (晶 ､J (8お 　　4(1.4-)　　278(100.0)





































































































































２１ ７ ｜ 　2＼
(72≪　Z9(3J)








専門・技術・管理 ８ ９ ４ 21 28 ２ 16吻,勁
　67
(7.0)













】２ ３ 73 ４　12
(13n 　92r 7り









































































































































































外商従－９人以下が2 9 % ( 8 9例）、29






















































































ぶ4ぐ､ご 29歳 30～　39 40～　49 50～　59 60～ 計
基本調査196a年 20.8 39.6 18.7 9.7 7.6 100.0
























































































































































































































































































































































































































































































































































































13 ４ ６ ３
家　族
従　業









18 28 37 ６ ２ ７
常雇用 １
３ 21 Ｈ 20 １ ８ ８
他














































































































人　ロ 41『 3,352Sil40ぶ 2,9062607 2087　1b3,0151,098 913 999Ｊ
4)に対
する俸
17j 14.4 22.1 32.6 - - - 12.9 - - - 100.0
･))に対
する俤













































































































































































































ｏ～４歳 2,521 10.8 10.9
５～　９ Ｚ０３０ 8.7 8.2
１０～１４ 1,547 6.6 5.7
１５～１９ 1,71 4 7.4 6.7
２０～２４ a62i 目.3 1 1.9
２５～２９ 2.617 1 1,2 1 2.4
３０～３４ 2,426 1 0.4 10名
３５～３９ 2,253 9.7 8.8
４０～４４ 1,457 6.3 6.4
４５～４９ 1,03 2 4.4 4.5
５０～５４ ７５２ 3.2 3.3
５５～５９ ６１３ 2.6 3.1
６０～６４ ４９８ 2.1 2.6
６５～６９ ３６５ l.6 l.9
７０～７４ ２２６ l.0 I.2
７５～７９ ９１ 0.4 0.7
８０～８４ ５３ ０２ 0.3
８５～ ３７ 0.2 0.1



































































地家主 8 3.3 - 1 6.7 - - - -
地工自 5.4 1 3.5 2 4.3 2 1.6 8.1 １６２ 8.1
地商自 5.8 7.0 2 9.1 ２４４ 1 5.1 10.5 8.2
地工従 7.0 6.1 6.1 ２５２ 1 4.8 17.4 2 2.7
地商従 3.2 6.3 6.8 27.0 1 9.0 14.3 23.8
外工従 4.7 6.8 11.1 8 1.5 18.3 13.3 12.5
外商従 2.6 5.6 13.7 25.2 1 6.0 14.1 22.2
外通勤 3.5 6」 12.4 28.2 17.0 13.6 17.6


















































































































































































南地区 摩豊中 南　丘 克　明
























































４ヽ戮 １人 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計
1 970年 14.4 16.2 21.2 29.9 16.6 4.2
2.0 100.0
















































































































































































後継者である長男、長女は、それぞれ1 9.1 %、1 8.9 %ずっが就業している。現在では在学中の子弟































～29歳 30～39 40～49 50～59 60歳以上 計
地家主








































































































































































































































































































































(4 85) (3 6.9) (5.9; (3.7) (5.0)















































































































≧毘 単身 　無夫婦 夫婦Ｔ 傍係 世代 他
木　　　賃
アバー　ト
1972 46.1 7.8 24.1 16.3 2.8 2.1 0.7
1974 33.0 8.8 15.4 38.5 2.2 １．１ 1.1
文化住宅
1972 2.3 5.7 H.5 75.2 0.4 3.1 1.1
1974 3.7 6.2 10.3 75.7 0.3 3.4 0.3
長　　　屋
1972 2.4 4.7 9.4 69.7 1.0 12.1 0.3
1974 3.9 5.9 7.0 74.0 0.8 8.1 0.3
―　戸　建
1972 6.0 6.0 7.9 55.3 1.4 21.4 0.5






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































賛　成 ２ ８ 27 25 10 43 55 ４ 174
反　対 ０ ０ １ １ １ １ ３ ０ ７
どちら
四,’
２ ５ 10 ８ ４ 29 20 ５ 83





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体としては、「かなり多くの人が署名やアンケートに参加している」が1 1. 2 %、「一部の人しか参加
していない」が4 4.8%、「なんともいえない」が4 1.9%と、否定的評価が多いのが特徴である（表９－
５１）。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































齢､歿ぷ参　　加 知　　名 知らない 計
関心あり 42(84.0) 250(73.5) 301(542) 595(62.4)
































































































































































































































































































































































































































枚岡３市の合併に 大 阪 府
よって生まれた市

























　 　　 　　 　　
－139 －
表１０－１ 人口動態、人口密度、世帯平均人員（単位千人）






　6, 6 5 7
（２ 0.9 )
　7, 6 2 0




　2, 9 8 0





























( 1 4.3 )
４７ 3.5
表1 0-2　工場数と平均従業員規模の推移






































































1 5,3 8 1
( 1 8.9 )
　8,07 4
( 18. 0 )
　2,8 02
( 27.8)
一船機械 　9.819( 1 2.1 )
　５,０７６













( 5 6.3 )
25,0 20


































枚岡西 １ 1,2 1 3 10 5 4 １７５ ５．４３０ 7.7 4 fi 1 -12,7 4.H6 3 ６２８ １４６ ４６５ ６５７
高井田晩1 3.6 6 I ９７１ １３７ 7,7 2 3 7.67 6 ９９４ 4.87 0 6 :(4 ９８ ｂ５６ 5.ty
経蔵西 ｌ：:t,4 3 2 ９７１ ９０ 7.1 :) 3 １０、１０１ 1416 8,0 0 2 7 9.2 ７１ ４２６ 6 2.0


































































































































































































































































































































































０ ０ ０ 　2
(2.5)


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































０ ０ ０ ０　　1
(14.3)





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（於） 多 田 商店
① 商店経営の現状について
経営状態は全般に良くない。需要抑制がひぴいている。














































































































































































































































庄内地区全世帯数 抽出率 調査対象世帯数 配票率 回収率
3 0,5 2 8世帯
（昭４５国訓）
























































































27.3 U.B 12.1 6.1 10.≪ 9.自
図1 1-5　住宅形式別増築量





































訂駁論 ～６畳未 ６畳～9畳未 ９畳～12畳未 12畳～15畳未 15畳～
大阪府 ８ 7, 8 2 3
２･５,･３４２
　　２ ８．８
２ 4,0 0 4
　　２ ７．６
1 3,4 0 7
　　１ ５．２
1 1,0 7 8
　　　１ ２．６
１ 3, 8 5 1
　　１ ５．８
大阪市 ａ 4,2 4 3 １ 1,4 4 6
　　３ ３．４
8. 9 0 2
　　２ ５．９ 5,0 7 9　1 4. 8
3, 8 0 7
　　１ １．１
4, 9 5 9
　１ ４．５










































































l　　　　　　l　　　　I I I I　600
50 100 1　　　150 200250刄０
増築した例 勿















































状況と入居の時期は明らかに相関性を示す（図11 － 17 ）。庄内地域に地方からの人口が集まり始めた




























































































































































































































24.0 14.3 14.4.f. 31.5 8.2








31.5 13,0 10.A 5.5-.， 28.3　　10.9
’U。゛IN.?1朧R朧 しj，























































































































































































































































































































































































































































戸建 長屋 (想;) 計
９ １１ １ ２１
⑧構　　　造
　（改築を含む）
木造 R C L G その他 計
２１ ３ ２ ２ ２８
④敷地面積（幼
　（改築を含む）
Ｏ～ 10～ 50～ 100～ 150～ 200～ 250～ 300～ 不明 計
２ ５ １１ ４ ０ ０ ２ ０ ４ ２８
⑧室　数　㈲
　（全面建て替え）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７以上 不明 計












個人業 無職 会社員 不明 計
２ ０ ０ ６ １５ ０ ２ ３ ２８
⑦年　収（万円）
　（全面建て替え）
50未満 50～ 75～ 100～ 125～ 150～ 175～ 200～ 225～ 計











古　く　な　っ　た　か　ら ０ ２ ｌ ３ ２ １ ｌ １０
間取りが悪く住みにくい ０ ２ ０ １ ０ ２ １ ６
仕事の関係で狭くなった ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２
家　族　が　増　え　た ０ １ １ ３ １ １ ０ ７
そ　　　　の　　　　他 ０ ０ ０ １ １ １ ０ ３
計 ０ ５ ２ ８ ４ ６ ３ ２８
表１１－７ 建て替え理由と１人当り畳数
　　　　1人当り畳数(怪火)ご匹
2.0未満 2.0～ 3.0～ 4.0～ 5.0～ 6.0～ 7.0～ 8.0～ 不明 計
古くなったから ０ ０ ３ ４ １ ０ １ １ ０ １０
間取りが悪く住みにくい ０ １ ０ ２ ０ ０ １ ２ ０ ６
仕事の関係で狭くなった ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ２
家　族　が　増　え　た ０ ０ ０ ４ １ １ １ ０ ０ ７
そ　　　　の　　　　他 ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ３


























以前 1945～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～
計
２ ０ １ ６ ２ ６ ４ ２１
②　町　　　　　　　名 東町 西町 幸町 庄本 大黒 三和 二葉 その他 計
５ ２ ｌ １ ２ ２ １ ０ １４
③　1室当り人数（Å/室） 0.5未満 ０．５～ １．０～ 1.5～ ２．０～ ２．５～ 計
１ ５ １１ ２ ２ ０ ２１
④　家　族　数（人） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８以上 計
１ １ ３ ８ ４ ３ １ ０ ２１
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世帯主年齢（歳） 20～ 30～ 40～ 50～ 60以上
木賃アパート
1962哨 67.6(56 17.3 ５．２ ２．４ 1.6
1972 48.2 29.1 9.9 6.4 4.3
文化住宅
1962 39.1 44.6 ８．２ 2.8 ４．１
1972 24.4 46.6 18.3 7.6 １．５
長　　　　継
1962 14.3 37.6 25.4 10.8 10.8
1972 ６．７ 37.7 32.7 10.8 12.1
戸　　　　建
1962 - - - - -








世　帯　人　員（人） １ ２ ３ ４ ５ ６以上
木賃アパート
1962te) 33. 2(*) 54.8 ７．０ ２．０ ０．７ ０
1972 46.1 33.3 ９．９ ８．５ ｌ．４ ０
文　化　住　宅
1962 ９．６ 32.2 34 .2 14.4 ６．９ ２．７
1972 ２．３ １５．３ 32.8 35 .9 10.3 ３．１
長　　　　　屋
1962 ｌ．８ １３．４ 21.0 33.0 17.0 13.9
1972 ２．４ １２．１ 20. 2 41.4 17.8 ６．０
戸　　　　　建
1962 - - - - - -





夫　婦 夫婦十子 その他 不　明
木賃アパート
1962te) 3 3.2(≪) 16.0 43 .0 ３．５ ２．０ ２．２
1972 46. 1 ７．８ 24 . 1 16.3 ５．６ -
文　叱　住　宅
1962 16.4 ８．２ 25 .4 41 .8 ８．２ -
1972 ２．３ ５．７ 11.5 75.2 ４．６ ０．８
長　　　　　屋
1962 ４．０ 10.7 10.7 56 .1 18.1 ０．４
1972 ２．４ ４．７ ９．４ 69.7 １３．４ ０．３
戸　　　　　建
1962 - - - - - -




















































































































































2.5人／室以上では、千成（22.0％）、三和( 17.2%)、大黒( 15.5% )、栄（13.6％）、大島( 12.7




























建設時期から ５年 5～10年 10年 10～15年 15～20年
修理状況 不活発 活発化 活　　発 不活発化 不活発



























































































































































































































































































































































































































件 25 23 ５　　１　　２　　１　　１　　２　　５　　６ １ 49
比率
肺）






















戸数規模 1～5戸 6～10 11～15 16～20 21･ヽ-25 S～30 31～50 51以上 不　明 計
件 １ ４ ８ 10 ９ ８ ８ １ - 49




























件 - ３ ８ 13 ３ ６ ６ ２ １ ７ 49
比率(爾) - 6.1 16.3 26.5 6.1 12.2 12.2 4.1 2.0 14.3 100.0
-224 －
表11-2 1　建　ぺ　い　率
建ぺい率 50免以下 51～60 61～70 71～80 81～100 不明 計
件 ３ ４ 12 12 10 ８ 49

















件 ４ ７ 15 10 ５ ８ 49






























件 - - ２ 10 ６ ６ 10 ８ ２ ５ 49






61～70 71～80 81～100 不　明 計
件 - ５ 11 ５ 14 14 49






21～30 31以上 不　明 計
件 ９ 20 ８ ２ １ ９




















































件 7　　　12　　　15　　34 15 49






















































































比率(恂 －　　8.2　18.4　16. 3　10.2　10. 2　　4，1　　8.2　　2.0 22.4 100,0































































































































































































件 35 １ １ - - - ２ - １０ 49






















件 29 １ １ １ ５ ５ ７ 49

























件 12 ２ ７ - ２ - - ２６ 49






























　ｉ ９ 14 ６ ５ １ ２ １ １ 10 49























件 ５ １３ ６ ５ ４ ３ 13 49


























件 17 ６ 10 ５ ３ - ８ 49

























件 20 11 ３ １ - - - 14 49

























件 ６ ８ ７ - - ４ １ 23 49



















件 ４ ８ ６ ５ ３ 23 49























件 ３ ７ １０ ７ ２ ７ 13 49






















件 23 ５ ２ １ ２ 16 49


























件 - ８ ４ ４ ６ ２ ３ 22 49




































件 - ６ ９ ５ １ ６ 22 49




















件 23 10 10 ６ 49





















件 ４ １ １ １１ ２ - ６ 25























件 Ｉ - ８ ２ - - 10

































件 28 a） ７ ７ ３ ２
１ - １ 49














件 １１ 28 10
- 49

















































件 １ ６ ７ ２ ６ 10 ３ ８ ３ １０ - 56




























件 28 21 - - ４９












































件 ９ ４ ２ ２ ９ １ ５ ４ - 36


































件 ５ ６ ４ ８ ４ ６ １ ４ １１ 49
脊 10.2 12.2 8.2 16.3 8.2 12. 2 2.0 8.2 22.4 100.0
表1 1-5 8　地区別年間回転率







件 10 15 ３ ６ 34.0
侈 29.0 44.1 8.8 17.6 100.0
諧
件 ４ ４ ２ ５ 15. 0

























件 ５ 32 ５ １ ２ ４ 49







































件 １ ４ 13 ７ ６ ２ １ ８ ７ 49












































件 ６ 13 29 １ 49






















































































































































































































































































































100. 0 ('56) 3114.6
1,180
　17.5







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































総　　　数 5110S0　1随0句 3哺 6鼎 判 34･1 2% 哨 3叩 3叩








































































































































































































































































































表11 ― 77　借家、 世帯の収入階級（月収）建築の時獅同住宅数 （同 上）
総　　数 終戦前 終戦時　　昭和30年 昭和31～35年 昭和36～40年 昭和41～　　43年９月
不　詳
総　　　　　　数 511.0S0 132,5(0 S7.350 110.110 H 1.790 31210 90












　&970 ( " ZJ)




















































































































































































































































































































































合　計 １５ ２ ０ １ ３ ０ ２ １ ４ 28
表11-8 2　経営世代別経営者年齢





















合　計 ３ ７ ４ ６ ５ １ ２ 28
表11-8 3　経営世代別新築貸家所有戸数

















合　計 １５ ２ ０ １ ３ ０ ２ １ ４ 28
表11-84 総収入に占める貸家経営収入の割合






































































































































次 備t 010戸 11～　20 21～　30 31～　40 41ぺ/　　50 5峻 回 弓月























































































































































































































































































































































































































































































































































































計 668.744 738.094 791,281 10.4 7.21
表1 1-91 従業員規模別事業所数の変化（大阪府、製造業）
　　事業所数彷？ 事　業　所　数 事業所数の増加率陶











































計 60,879 72,482 81,227 19.1 12.07
表I 1-92　従業艮規模別従業員数の変化（全国、製造業）











































計 11,337551 12,63082113β05j694 10.4 5.34
表1 1-93　従業員規模別従業員数の変化（大阪府、製造業）

































































































計 7.21 6.49 i22or 13.67 1.78 2.90



























































































































設 備 の 近 代 化










































































































































































































































配布 回収 非回収 無効 有効














































































































Ａ金　　属 3 3. 5 lZ 4



































































































































































































































































































































































































































































































































































































維　持 　　2(6.9) 　2(6.9)　　1(3.4) 　2(69) 　1(3.4)　　8(27.6)　　6(20.7)　　5(17.2)　1(3.4)　　1(3.4) 　　29(100.0)
単　純 　l(2.1)　　4(8.5)　1(2.1) 　　2(4.3) 　1(2.1)　1(2.1) 　1(2.1) 　1(2.1)　16(34.0)　11(23.4)　　3(6.4) 　3(6.4)　　2(4.3) 　　47(100.0)
拡　大 　　3(4.8)　1(1.6) 　6(9.7)　1(1.6) 　　2(3 2) 　　4(6.5)　20(32.2)　13(21.0)　　4(6.5) 　2(3.2)　　6(9.7) 　　62(100.0)


















表１ 1-1 0 ５　型別、工場の区別、経営組織






























































































































































































































































































































































































































































































































－ － 一 一
























































































































































































1～4 ５～９ 10～29 30～99 100～299 300人以上 計
庄　内　南　部
（下欄はＡ調査）






















　　　8（ 5.9) 　　429( 14.0) 　　73( 14.3) 　　21( 14.7)　　15（　5.8) 　　56( 12.6)　　83( 10.3)　　165( 16.8)
　　291( 27.1) 　　631( 17.0)
豊　　中　　市 　　24（17.8） 　　464( 15.1) 　　43（　8,4) 　　19( 13.3)　　40( 15.4)　　46（10.4） 　　171( 21.2)　　　93（ 9.5)
　　187（17.4） 　　556( 15.0)
東淀1＼＼・淀川
　　　　・西淀川 　　　3（ 2.2) 　128（　4.2) 　　　4（　0.8) 　　　4（ 2.8) 　　18（ 6,9) 　　21（ 4.7) 　　37( 4,6)　　　19（ 1.9) 　　35（ 3.3) 　　134（　3.6)
大　　阪　　市 　　　2（ 1.5) 　　314( 10.2) 　　10（ 1,9) 　　11（　7.7) 　　21（8.1） 　　23（ 5.2) 　　64（ 7.9)
　　120（12.2） 　　　93（　8.7) 　　332（　9.0)
大　　阪　　府 　　　4（ 3.0) 　　448( 1 .6) 　　　10（ 1.9) 　　11（ 7.7) 　　　9（ 3.5) 　　28（ 6.3) 　156( 19.4)　　　98( 10.0) 　　168( 15.7) 　　470( 12.7)

































































匹 全部親の所　　有 その他 全部自分の所有 合　　計
全部親の
所　　　有 　　8（ 6 6.7) 　　2（ 16.7) 　　2（ 16.7) 　　12( 1 0 0.0)
そ　の　他 　　0（ 0.0） 　　3( 75.0) 　　1（25.0） 　　4（100.0）
全部自分の
所　　　有 　　1（ 0.7) 　　10（ 6.9) 　134( 92.4) 　１４５( 1 0 0.0)




























































　　1(100.0) 　　6（60.0） 　　5( 62.5) 　　2( 66.7) 　　94( 70.1) 　　2(100.0) 　　2(100.0) 　　1(100.0) 　１１３( 70.2)
無 - -
　　4( 40.0) 　　3( 37.5) 　　1( 33,3) 　　40( 29.8)
- - -
　　48( 29.8)


































い?し 開業時 途中から 合　　計
賃労働型 　　　７（ ７ 7.8) 　　　２（ ２ 2.2 ) 　　　9( 1 0 0.0 )
くいつぶし型 　　　９（ ６ ０．０）　　　6（ 4 0.0） 　　１５（１００．０）
　持　型 　　２４（ 8 2.8 ) 　　　５（ 1 7.2 ) 　　２９（１ ０ 0.0 )
単純更新型 　　３４（ 7 2.3 ) 　　１３（ ２ 7.7 ) 　　４７（１００．０）
拡大更新型 　　４４（ ７ 3.3 ) 　　16（ 2 6.7 ) 　　６０（１０ ．０）
合　　計 　１１８（　７ 3.8 ) 　　42（ 2 6.3 ) 　１６０（ ０ ．０）
る。同様に、維持型も２件（４０％）と比較的多い。
こご 有 無 合　　計
賃労働型 - 　　　２（１００．０）　　　2( 1 0 0.0 )
くいつぶし型
　　　2（ 3 3.3 ) 　　　４（ ６ 6.7 ) 　　　6( 1 0 0.0 )
維　持　型
　　　８（ ６ ０．０）　　　２（ ４ 0.0 ) 　　　５( 1 0 0.0 )
単純更新型
　　□（ 8 4.6 ) 　　　2（ 1 5.4 ) 　　１３( 1 0 0.0 )
拡大更新型
　　13（ 8 1.3 ) 　　　３（ 1 8.8 ) 　　１６（１００．０）
合　　計




















手　一　機 　7(29.2) 　　3(12.5) 　10(4 1.7) 　3(12.5) - - 　1( 4.2) - - - 　24(100.0)
Ａ　－　Ａ 　10(2 0.8) - 　18(3 7.5) 　　4( 8.3) - 　9(1 8.7) 　1( 2.1) 　　4（8.3）
- 　　2( 4.2) 　48(100.0)
Ａ－Ａ十A7
　　4(11.1) 　5(13.9) 　14(38.9) 　　5(13.9) - 　2（5.6） 　1( 2,8) 　2( 5.6) - 　　3（8. ） 　36(100.0)
Ａ　^ nA 　2(6 6.7) - 　1(3 3.3) - - - - - - - 　　3(100.0)
合　計 　23(2 0.2) 　　8（7.0） 　43(3 7.7) 　12(10.5)
- 　11( 9.6) 　3( 2.6) 　　6( 5.3)


































手→機 Ａ→Ａ A→A＋A’ Ａ→nA 合　計
賃労働
　型 　3( 5 0.0 ) 　2(333) 　　1(16.7) - 　　6( 1 0 0.0)
くいつ
ぶし型 - - - - -
　3(100.0) - - - 　　3( 1 0 0.0 )
単　純
更新型 　10(2 2.2) 　33(733) 　　1( 2.2) 　　1（22） 　45( 1 0 0.0)
拡　大
吏新型 　10( 1 6.4 ) 　15( 2 4.6) 　34(55.7) 　2（83）
　６１
（１００．０）






















いで 1950年以前 ５１～　　５３ ５４～　　５６ ５７～　　５９ ６０～　　６２ ６３～　　６５ ６６～　　６８ ６９～　　７１ 1972年　以降 合　計
賃労働型 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　　2(33.3) 　0(0.0) 　2(33.3) 　2(33.3)
　　6
(100.0)
くいつぷし型 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0)
現状維持型
　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0（ .0） 　0(0.0) 　1(50.0) 　1(50.0) 　　2(100.0)
単純更新型 　0(0.0) 　0(0.0) 　1(2.2) 　0(0.0) 　0(0.0) 　　4(8.9) 　4(8.9) 　11(24.4) 　25(55.6) 　45(100.0)
拡大更新型
　0(0.0) 　0( .0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　0(0.0) 　7(11.9) 　4(6.8) 　19(32.2) 　29(49.2) 　59(100.0)



































































































































(μ).q) - - - 　　3(50.0)
- - - - - - - - - 　　6(100.0)
維持型 　1(33.3)　1(334》
- - - 　1(33.3)
- - - - - - - - 　　3(100.0)
単純更新型　22㈲.匈　4(8.5) 　2(4.3)
　１
(2.1) 　1(2.1) 　6(12.8)　3(6.4) 　5(10.6)































　7( .2") 　1(2.81 　2(13.3) 　2(18.2) 　l(16.7)
-
21～40 　8( .2) 　7(19.4) 　3(20.01 　2(18.2)
- -























































































































































































































































































































































維　持　型 　11(37.9^ 　18(62. 0
- 　29(100. Oi)
く　い　つ
ぷ　し　型 　7(46.7-) 　7(46.7) 　1(6.7) 　15(100.0)
単純更新型 　29(61.71 　　17(36.2^ 　l(2.0 　　47(100. 0')





























































































































































































































































































































































































































くしyこぷし 　６(如) 　4(27) 　3(20) 　2(13)
維　　持 　6









































兪､廻？全従業員 常雇　用 パーﾄ臨時 家族従業員
賃労働 （ぷ） 溺） （S）
くい･]ぷし（訓） (Ｈ) バ） ぷ）
維　　持 （ ａ） （Ｈ） (Ｈ) (
ｎ
)
単純更新 （m） 溺） 田） 円）
拡大更新 雨8） 2削） ｍ） 円）
























総　　数 1 609 目１８ ８２８ -4.0% -4.9%'
自営業 ５７７ ４７９ ３７９ －2.0 -3.8
葦原
　従業者
９６０ ５９８ ４２０ -5.1 －5.7





総　　散 2373 3360 4234 3.9 3.9
自営業 ４７６ ４９５ ６Ｈ 04 3.6
家族
　咎誉者
２０２ ２１７ ２８７ 0.8 ４８












































































賃　労　働 (14) (29) (山 (j)
くいつぷし (22) (1 ） (J) (56)
維　　　持 ｊ） (17) 昌）ｊ）（1） (U) （1）
単純更新 Ｍ）Ｍ） (2?) (冒) 融） (U) ｄ）
拡大更新 湿）晶 (li) 刮）(詣) (9)
合　　　計 謳 仙 (回) (詣) 幇）膳 ｄ）
































１　　人 (63) (25) (13) (J)
２　　人 (ふ 涵 ｊ） (晶 (26) (47)
３　　人 (13) (20) （1）ｊ） (53)
４　　人 (19) (17) （ﾑ）ｊ） (25) (3§) 涌
5～9人 (24) Ｍ）（K） (24) (認) 晶 （A）
10～19人 (U) (30) (22) (U) (22)-－
(19)
20～29人 (67) (33) (33)
恥～49人 (29) (J) (山 浦 ｊ） (43)
50～99人 (6i) (25) (J) (63) (13)
100ヽ499人 (5ぶ) jo）(ふ
200ヽ299人 (67) (67) (33) (晶) (33)
300人以上 (33) (67)



















































































(13) 　1（3） 　1(13) 　2(25) 　2(25)
く1,y:ぶし　１(ｍ 　1(11) 　l(11) 　3(33) 　7(78)












































































く1,りぷし 　1(13) 　1(13) 　7(88)
維　　持 　7(44)
　１











































































































































３　人 　1（7） 　5(33) 　3(20) 　5(33) 　9(60)
４　人 　3(27) 　３(ざ〉 　2(18) 　1（9） 　9(82)
5～9人
12



















　13(48) 　5(19) 　2（7） 　1（4）
　1(4 ）　2（7） 　1（4）
20～
















































































































































維　　　持 17（59） 1（3） 10（35）
1（3）
単純更新 26（57） 5（11） 13（28） 2（4）
拡大更新 29（48） 3（5） 29（47）


































































































①専属型 2.8% 7.1% 1 4.4% 3 0.9% 4 4.8% 10 0%
②従属型 3.9 １１２ 1 1.7 3 8.5 3 4.6 １００
③中間型 3.4 8.9 12.8 3 6.2 3 8.7 １００
④浮動型 5.1 12忍 １０３ 3 5.9 3 5.9 １００
⑤自立型 0.7 5.1 10.6 3 9.0 4 4.5 １００



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計画基準年次 19 6 5年　　　　　　　　　　1965年





































































備 考推 計 方 法 ６０年






















Ｌ曲線推計 ６４９ ５８６ ５００ ３９７ 認鸞燃041
Ｌ 曲 線 推 計 ５５６ ５２８ 479. 385　　ｔｔ悪場
ｌ中市推計原点
３２年、35年、38年
















1 0 5, 4 0 0人
-
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合 計17(6) 8(3) 4(1) 5(2)
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％）を占め、道路関係約３８億円( 1 0.9 % )、広場関係約１２億円( 3.4 % )、集会所及び共同工場の用地
買収費が約２３億円( 6.6 % )となっている。
　　
表12-5 総事業費（１ ９ ７ ５．２案）
総事業費 買収面積 単価 用地費 撤去住宅数 単価 補償費 単価 整備費
計 347*2.900万 153,700 10乃 153*7,000万 1.800" 500万 90≫0,000万 - - I03≪5,900万










計 6*9,460万 700 10万 7.000万 36p 500万 l≪8.000万 1,780" 4"4,46O万
新　設
3≪7,960万
- - - - - -
1.080" 12万 l"2,960万
拡　巾 700 10巧 7,000万 36戸 500万 l≫8.000万
現　直 - ０ - - - -






計 4≫7,040万 2.200 10刀 2≪2,000万 5芦 500万 2.500万 3.220" ７万 2'≪2.540万
新　設
4i'7.040'
2.200 10万 2i'2,OOO万 ５Ｓ 500* 2,5(X)万















計 15≫2.600力 8,400 10万 8≪4,000万 10７戸 500万 5≪3,50O万 1,660" 15万 l"5.100万
都姦
画ａ





拡巾 1,000 10万 １億〇,000万 107" 500万 513,500万
現遣 - - - - - - l≫0.200万
















l≪6,800万現　道 - - - -
広
場
計 12≪2.0OO万 3,500 10万 3≪5,000万 100声 500万 5≫0.000万 3≫7,OOO万
新　　　設 8" 1,700万 2.300 10万 2≫3,000万 80芦 500万 4"0,000万 18,700" １万 1≫8.700万
拡　　　大 2≪3,200万 1,200 10万 1≪2,000万 20戸 500万 l≪0,000万 1,200" １万 1.200万
既　　　存 ll7，100万 - - - - - - 17.100" １万 l≪7.100万
集　　会　　所 2≪8,000万 2.800 10万 2l≪8.000万 - -
共　同　工　場 19≪8.000万 19.800 10万 19*8.000万 - -
住
宅
計 275≫1,SOO万 112,500 10万 112≪5.000万 1,453芦 500万 72"6.500万 1,800" 500万 90≪0.000万
既成市街地 157≪O,5OO万 SI,400 】o乃 51≪4,000万 1.453'' 500万 72≪6.500万 660'' 500万 33"0.000"
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知っている 155(93.4) 350(74.8) 187(60､5) 698(73.2)





























































































　14(6.0) 　13(4.2) 　5(a 2)　47C4.9)
j'うだけの
ことはilえる 　16(43.2) 　109(39.1)　137(448) 　14(23.U)　405(42.5)
ｊうことも















































































　5(15 6) 　17(23,3) 　19(23 2)　6(M, 3)　29(13 6)　40(la 5)　12(30. 0) 　128(18 2)
その他 - - 　３(4, 1) 　3(3. 7) 　2(･1.8)
　マ

































































































































































































































































































































































(18.2) 　13(19.7) 　5( 9.3)
　9
(15.0) 　19(21.6) 　16( 9.6) 　32(17.7) 　4(12.5) 　7(10.9) 　2（3.0）
137
(14.4)






よ　く　参　加 　15( 9.5) 　19(28.8) 　12(2 .3) 　14(22.4) 　13( 4.8) 　37(21.9) 　31(17.0) 　6(18.7) 　11(17.2) 　8(12.0)
121
(17.5)
普　　　　通 　89(56.0) 　22(33.3) 　32(59.3) 　33(55.0) 　37(42.0) 　86(50.9) 　73(40.1) 　19(59.4) 　40(62.5) 　29(43.3)
468
(49.1)


































































































































































































































































































地区全体でみると、参加する考えがヽ「ある」2 4.4%ヽ「少しはある」３ 4.3 %,「あまりない」1 6.7



























































































































































































































































































































あ　　　る 62(20.1) 100(21.4) 70 (42.2) 233(24.4)
少しはある 87(282) 175(37.4) 64 (38.6) 327(34.3)
あまりない 63 (20.4) 75(16.0) 18(10.8) 159(16.7)
な　　　い 58(18.8) 50(10.7) 2( 1.2) 111(11.6)
どちらとも
いえない




























































































































































































































































ないから」1 3. 9 %、「めんどうだから」1 2.1 %、「やっても無駄だから」1 0.1%、「庄内地区には長く
住むつもりがないから」2 6.1%、「行政や一部の人に利用されるだけだから」1 6.8%、「町づくりは市や











































































































































































































































































































































































































































































































































































































立」とする人の理由１みると、「地区内の工場につとめる人が多い」C 5 3 % )、「パートでつと

















































ｪi霖私～!き､ｊ地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 計










両　　　　　　　立 　　1(16.7) 　16(432) 　27(31.4)　54(47.0)　13(20.6) 　68(24.4)　55(18.0)　　7(1 .9)
244
(25.6)
わ　か　ら　な　い 　1(16.7)　6(16.2)　6 (7.0)　18(15.7)　12(19.0)　３２(115) 　40(13.1)　13(33.3)
138
(145)
計 　　6(100.0) 　　37(100.0) 　86(100.0) 　115(IOOjO)　63(100.0) 　279(100.0) 　306ClOO.O)　89(100.0)　958(100.0)
注）合計および比率（カッコ内）は不明を含む
表14-16 住民階層別工場優先理由（ＭＡ）


















































































































































































































































(17.6) 　4(14.8) 　3 C5.6)
　6





(47.0 　　8(29.6) 　】0(18.5) 　5(38.5)
　23
(33.8) 　19(34.5) 　　3(30.0) 　76(371)
そ　　　の　　　他 　1 (5.9) 　3(n.i)
　3






























































































４ぶ~ B m 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計














少しは可能性ある 　12(32.4) 　15(17.4)　30(26.1) 　13(20.6) 　58(20.8) 　58(19.0) 　5(12.8) 　2 (9.1)
193
(20.3)











(10 5) 　24(20.9) 　8(12.7) 　40(14.3) 　51(167) 　12(30.8) 　　7t31.8)
159
(16.7)
不　　　　　明 　1 (12) 　1 (09) 　3 (1.1) 　｜(0 3) 　6 (06)





昌匹心しｺﾞ? 地家主 地工.自 地商白 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
今の市の姿勢



















こみいっている 　2(12.5) 　　8(14.3) 　9(16.4) 　3 (8.3) 　31(20.1) 　32(17.8) 　　2(95) 　2(15.4) 　89(16.6)
適　当　な　空　地






で買っても効果ない 　　｜(25.0) 　4 (7.1) 　5 (9.1)　2 (5.6)
14
(9 1) 　24(13.3) 　　３(14 3)･　2(15､4) 　55(103)
























? ? ? ?
表14-2 1　　公共用地取得可能理由（Ｍ・Ａ）
i｀匹四し竺 地家主 竣工白 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
市　も　積　極　的






要求していく 　6C42.9) 　12(57.0 　24(64.9) 　12(63.2) 　49(57.6) 　59(79.7) 　4(66.7) 　　｜(50.0)
167
(64.7)
そ　　の　　他 　　2(14.3) 　4(19.0) 　2 (5.4) 　2(10.5) 　9flO6) 　6 (8.1) 　｜(16.7) 　　｜(50.0) 　27(10.3)
不　　　　　　明 　　1(1000) 　1 (4.8) 　1 (2-7) 　3 (3 5) 　】(1.4) 　6 (23)


















mmmfiis.-―~リヅ地県主 地丁.自 地商自 地工従 地商従 外Υ従 外商従 その他 不　明 計
ほとんど不可能 　　1( 67) 　12C32.4)　11(12.8)
　１７





















(7.0) 　19(16.5) 　8(12.7) 　34(12.2)
25
(8.2; 　｜(2 6) 　2 (9 1) 　96(10□
どちらともいえない 　　5(13 5)
　6
(7.0) 　16(13 9) 　5(7.9) 　35(12.5) 　３４０目） 　9(23 1) 　6(27.3)
116
(12.2)
不　　　　　　明 　　l(16.7) 　2 (1.7) 　３ぐ目）　I tO.3) 　7 fO.7)
合　　　　　　計 　　6











































遠　慮　が　あ　る 　　｜(50.0) 　2 (4.3) 　　907.6) 　2 (5.0)
13








の意志がない 　2 (87) 　】1(23.9) 　10(19.6) 　9(22.5) 　32(22.7) 　38(21.1) 　1 (6 2) 　　3-(42.9)
106
(209)
そ　　の　　他 　2 (8.7) 　2 (4.3) 　｜(2.0)　｜(2.5) 　3 (2.1) 　3 (1.7)
12
(2.4)
不　　　　　　明 　l (2.0) 　1 (0.7) 　4 C2.2) 　1tl4.3)　　7(1.4)





















７にJご? 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
住　民　運動　で










(22.0) 　　2(11.8) 　２０(19.2) 　】8(19.6) 　3(23.1) 　　｜(11.1) 　60(18.1)
以前より少なく
な　っ　た　か　ら 　2(66.7) 　3(33.3) 　13(38.2) 　8(16.0) 　8(17.6) 　28(26.9)
　２７
(29.3) 　4(308) 　　1(ll.I) 　89(26.9)
そ　　の　　他 　　1(U.I) 　1(2.9) 　6(12.0) 　I (5.9) 　3 (2.9) 　8 (8.7) 　1 (7.7) 　2(22.2)
23
(6.9)
不　　　　　　明 　1 (2.0) 　1 (1.0) 　1 (1.1) 　　1(11.1) 　4 (1.2)





















































公共住宅の地区住民への供給が必要だとする人は、「ぜひ必要だ」C 5 1 % J、「まあまあ必要だ」






























謡緬l,トjし?? 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計







まあまあ必要だ 　　｜(167) 　5(】3.5)　19(22.1) 　22(19.1) 　9(14.3) 　47(16.8) 　63(20.6) 　】0(25.6) 　5(22.7)
181
(19.0)
あまり必要でない 　　｜（１６７）　8 (8.0 　11(12.8) 　16(13.9) 　5 (75)
26
(9.3) 　31(】0.】)　3 C77) 　3(13.6) 　99(104)




(3,9) 　2 (5.1) 　｜(4 5)
46
(4.8)
どちらともいえない 　9(24.3) 　9(10.5) 　17(14.8) 　10fI5.9) 　34CI22) 　41(】3.4)　目(28.2J 　　5(22.7)
136
(14.3)
不　　　　　　明 　1 (0.9) 　3 (1.1) 　I (0.3) 　i (4.5) 　6 (0.6)
合　　　　　　計 　　6(100.0) 　37(100.0) 　86（100.0）　I
I 5
(100.0) 　63(lOOfl) 　279(】00.0)　306(100.0) 　39(100.0) 　22(I00£　）　953(100.0)
表14-2 6　　住宅形式と公共住宅必要性
　　　　　　　住宅形式ふ４ぺで 木　　賃






(60.4) 　163(45.5) 　58(38.7) 　　9(42.9) 　　3(42.9) 　　1(20.0)
485
(50.9)
まあまあ必要だ 　15(165) 　51(153) 　75(20.9) 　33(22.0) 　　4CI9.0)　　】(14.3) 　　2(40.0)
181
(19.0)
あまり必要でない 　4 (4.4) 　29(9.0) 　47C13.I)　　17(113) 　2 (9.5) 　99(10.4)
必　要　で　な　い 　3 (3.3) 　6 (1.9) 　19 C5.3)　14(9.3) 　】(4.8) 　　2(28.6) 　　1(20 0) 　46 C4.8)
どちらともいえない 　12(13.2) 　３８(11.8) 　53(14.8) 　27(18.0) 　　5(23.8) 　　l(14.3) 　136(14.3)
不　　　　　　　明 　　3(0.9) 　l (0.3) 　I (07) 　　l(20,0) 　6 C0J5)




(73%)、外商従C 7 3 % )などとなっており、それぞれの居住事情の反映であり、かつ要求のつよさ





ぶ盲に___≫≪ 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計























(39.7) 　15(32.6) 　58(27.9) 　62(27.8) 　　7(31.8) 　　4(30.8)
204
(30.3)
そ　　の　　他 　I (5.3) 　2 (3.3) 　】(1.3) 　3 (1.4) 　4 (1.8) 　2 (9｣)
】3
(1.9)





(100.0) 　46(100刎 　208(1000) 　223(】00.0)　22C 100.0) 　13( 00.0) 　673CIOO.O)
表1 4-2 8　　住民階層別公共住宅不必要理由（Ｍ・Ａ）
にに~だ? 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
工場優先地区だから 　　｜(50.0) 　5(50.0) 　｜(5.9) 　6(30.6) 　3(42.9) 　4(100) 　　5(11.4) 　　1(200) 　26(17.3)
環境が悪いから 　】(10.0) 　5(29.4) 　　4(20.0) 　18(45.0) 　21(47.7) 　4(80 0) 　3(60.0) 　56(37.3)
公共住宅の方が
家賃が高くなる 　｜(10.0) 　5(29.4) 　5(25.0) 　4(57.1) 　8 (7.5) 　5(11.4) 　　1(20.0) 　　｜(20.0) 　25(16.7)
どうせせまい 　2(11.8) 　5(25.0) 　1(14.3) 　1 (2.5) 　３(68)
12
(8.0)
持家の方がよい 　1(50.0) 　2(20.0) 　8(47.1) 　　7(35.0) 　】6（40.0）　15(34.1)
　４９
(32.7)
高　層　住　宅　は住　みづ　ら　い 　1(10.0) 　8(47.1) 　4(20.0) 　1C14.3)　12C30.0) 　12(27､3) 　　1(20.0) 　｜(20.0)
　４０
(26.7)
そ　　　の　　他 　1(10.0) 　3(17.6) 　1 (5.0) 　l(143) 　　7(175) 　1 (2.3)
14
(9.3)
不　　　　　　明 　2(10.0) 　2 (5.0) 　1 (2.3) 　　l(20.0) 　6 (4.0)









































































































以ぺ､竺こ 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不明 計
賛　　成　　だ
　l (27) 　3(3.5) 　3 (2.6) 　3 (4.8) 　8 (2.9)
10





(27) 　17(19.8) 　】704.8) (
ｊ



















　｜(1.2) 　1 (0.9) 　３（目） 　１ぐ03） 　3(13.6) 　9 (0.9)






地家主 地工白 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
住民に大きな




積極的になる 　　1(100､o） 　10(47.6) 　　8(381) 　　6(37S)
　１５
(28.8) 　23(44.2) 　　1(143) 　8(600) 　67(37.6)
自分のくらしている
地区のことたから 　　1(1000) 　　3(100.0) 　16(76.2)
　１５
(71.4) 　11(68.7) 　41(78.8) 　34(65.4) 　6(85.7) 　3(60.0)
130
(73.0)
そ　　の　　他 　｜(1.9) 　I (1.9) 　2 (1.1)
不　　　　　　明 　1 (4.8) 　2 (3.8) 　　1(20.0) 　4 (2.2)
合　　　　　　計 　　1(100.0) 　　3(100.0) 　21(100.0) 　21(100.0) 　16(100.0) 　52(100.0) 　52C100.0)　　　7(1000) 　　5(100.0)　178(100.0)
表14-3 1　　住民階層別住民負担反対理由（Ｍ・Ａ）
にぺこﾉ「 地家主 地工自 地商自 地工従 地商従 外工従 外商従 その他 不　明 計
負担てきるだけ








か　　な　　　い 　｜(25.0) 　｜(38) 　4 (75) 　6 (87) 　　7(】89) 　24(12.7)　27(13.3) 　4(200) 　　｜(12.5) 　75(12.3)
市や府が負担するの







そ　　の　　他 　3 C5.7) 　2 (1.1) 　6 (3 0) 　1 C5.0)
12
(2.0)
不　　　　　　明 　｜(3.8) 　｜(05) 　2 (1.0) 　　｜(12.5) 　5 (0.8)
合　　　　　　計 　　4(100.0) 　26(100.0)
　５３


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よる住宅の団地開発が2, 9 3 0ha､公有水面うめたてが2, 3 9 0haで多く、再開発（旧市街地改造事業、旧防災街
区造成事業を含む）関係は、4 2.5ha(地区数で３４）となっており、実績はすくない。また、公団・公営・公
社による住宅団地（新住法や土地区画整理法によるものを除く）が1, 7 8 0haC地区数1,690)で、このうち住


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1）会 長 １ 名
（2）事務局長 １ 名
（3）副会長 若千名
























































































































































































会 長 古 橋 一 徳
立川市錦町３丁目２番26号














































会 長 １ 名
副会長 若干名
事務局長 １ 名
会 計 １ 名


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































型　　　式 棟　　　数 一棟の戸数 戸　　　数 一戸の面積 坪　　　数
２Ｐ型 ４６９ ２ ９３８ 2 9.8㎡ ９
２Ｓ型 ２９ ２ ５８ 4 4.7 1 3.5
１Ｓ型 ５６ １ ５６ // 〃
計 ５５４ 1,0 5 2
　





































































































































棟 戸　数 棟 戸　数 棟 戸　数
一　種 ９ 372 ９ 1.176 18 1,548
二　種 32 1.440 32 1,440
分　譲 ２ 180 ２ 180

























































































































































































































































































































































































































































































所 長 高 野 頑 ⑩
新しい戸山ハイツを作る会





















































































































































































協力費 60,000円 特別措置 24,000円
増改築 15,000円以内　　　庭　木　　3,000円










































































































































天井高 3.62 m （約２間）








































犬 居　室　数 押入一物置 居住床面積（廊下・ベランダを除く）
現在の住居戸当り平均 3.59室 3.58帖分 14.51坪
（　入居当時　） (１室) （1帖分） （8.9または12坪）



























































































































































































































































































































小 林 純 一 殿
昭和43年10月14日
東京都議会議長

















住宅港湾委員長 藤 原 行 正
東京都議会議長






































代表世話人 小 林 純
44住戸管発46号 昭和44年２月21日
殿




























































































当　初 35牟改正 １年目 ２年目 ３年目以降
第１種 1, 080 2,150 4, 850 6,790 9,700



















































































































































































































































































































区　分 希望総数 合　　格 不合格 辞　　退 他団地















































































































高　　　層 2,014 2,025 1,699 1,674
中層　階段㈲
　　　廊下
゛1,548 669 638 687 687
379 458 383 358
小　　　計 1,048 1,096 1,070 1,045





高　　　層 ０ ０ ０ 99 99
中　　　層 1,440 296 247 265 165
小　　　計 1,440 296 247 364 264
分　　　　譲 180 ０ ０ 215 215





















































































































































































































































































































































































































屋前 後 前 後 基本 増築 計
-２







３ ４ ４ ４ １ 270 〃 10.4 40.2 ○ 書斎 子供が幼いため比較的ゆとりがある。
書斎専用空間を確保。
３ ４ ５ ４ ４ ３ ？ 〃 14.5 44.3 ○○ ○ ○ （前）性別就寝のため増築。（後）３室で性別就寝、朝食のみＤＫ。
４ ４ ４ ４ ４ １ り 〃 11.5 41.3 ○○ ○ 子供が共Sこ男だから寝室は２つ。
残りの１室を専用の居間。
５ ５ ４ ４ ４ ２ 400 30.5 60.3 ○○ ○ ○ ○ 子供の性別就寝で、夫婦寝室が接客、居間、食
事をかねる。
６ ５ ４ ４ ４ ３ 300 11,4 41.2 ○ ○ （前）３室に５人で機能が混乱.
（後）ＤＫは用いられていない．
７ ３ ２ ４ ３ １ り 32.6 62.4○ ○ ○ ○ （前）ューテイリテ４スペースの拡大がめだつ.
（後）夫婦だけなので機能的にゆとり。
８ ４ ３ ４ ２ ？ ？ 12.9 42.7○○ ○ ○ （後）たくさんある本を各室に分散。ＤＫは書庫. 4.5畳間で食事．



































































屋前 後 前 後
基本 増築 計
１０ ５ ４ ５ ４ ３ ？ 40.04(2≪) 29.8(2P)
17.0 46.S ○ ○ ○（前（後
３室のうち１室は食事兼息子の寝室。
３室で分離就寝。ＤＫで食事。
H ６ ３ ６ ６ ？ ？ 〃 44,7
(IS)
17.9 62.6 ○ ○ ○ （前）６人のときもあり、部屋割がいぴつ。（後）６畳間で食事。３，４､５畳間で寝る。
１２ ４ ３ ４ ４ ３ ？ 〃
29.8(2P)
29.1 58.9 ○○ ○ ○ （前）南に増築したので食事室は窓をもたない.（後）３曼間は物置。６葦間は夫婦寝室、食事。
１３ ４ ３ ４ ４ ？ ？ 〃 19.8 49.6 ○ ○ ○ （前）増築は就寝状態を改善していない.（後）全員4.5畳間で就寝、６畳間で食事。
１４ ３ １ ４ １ ？ ？ 〃 6.0 35.8 ○ ○ （前）夫婦寝室は食事室をかねる。（後）いっさいの生活を３査閲で。
１５ ５ ３ ５ ４ １ 300 21.6 51.4 ○ ○ 若人室 （前）食事室が増築で窓なしになる.（前）（後）とも専用居間を確保。
１６ ５ ３ ４ ４ １ 200 〃 20.4 50.2 ○○ 芯接間 ○ （前）３人の子供は１室で就寝.
（後）３壁間は家事室。
１７ ６ ２ ４ ３ １ 200 £/ 〃 7.9 37.7 ○ （前（後 増築も少なく６人の過密居住。６畳間で全生活。4.5畳間は物置。


































































前 後 前 後 基本 増築 計
１９ ６ ２ ５ ３ ３ ？ 35.28
（2） 29.SC2P)




２０ ６ ３ ５ ２ ？ ？ 10.6 40.4 ○○ （前）増築少なく、６人の過密居住。
（後）食事は近くの１種住宅で。
２１ ５ ３ ４ ４ ２ 150 〃 6.7 36.5 ○ 暗室 （前）増築少なく成人５人の過密居住。（後）幼児と夫婦で比較的ゆとり。
２２ ５ ２ ６ ２ ？ ？ 16.6 46.4 ○○ ○ （前）夫婦・長女・次女夫婦が分離就寝。（後）１人入院、4.5畳間で食事。
２３ ４ ４ ６ ４ ３ 150 〃 〃 3.0 32.8 ○ （前）２室のうち１室に娘、１室に夫婦と孫.
（後）夫婦・幼児２人が別々に寝る。
２４ ４ ２ ４ ３ ３ 220 〃 ０ 29.8
（前）食事室に夫麹と娘が就寝。（後）２人でゆとり。ＤＫは朝食のみ。
２５ ７ ２ ６ ２ １ 250 43,8 73.6 ○○ Ｃ (*) ○ ○ （前）７人家族、夫婦２組のため増築してもせまい.
（後）２人でゆとり。
２６ ５ ２ ５ ３ ？ ？ 〃 19.4 49.2○ ○○ ○ ○ （前）食事室で夫婦就寝.
（後）６畳間で食事。




































































































































































































































































































































































































































































1 9 7 2.1 0














19 7 8. 1
19 7 8. 3
連　　名
・第３部に関するもの






















19 7 0. 9
1970. 8, 9
19 71.1 1
19 7 2. 3


























































19 7 3. 3
19 73. 6
19 7 3. 6
19 7 3. 6
19 73. 9
19 7 4. 5
19 7 5. 6
19 7 6. 6
19 76.1 2
1 9 7 7.1 0



























19 7 4. 4
19 7 4. 6
































19 7 6. 3
19 7 6. 5
19 7 6. 7
1 9 7 6.1 0
19 7 7. 7



















1 9 7 4.1 0
19 7 7. 8





















19 6 8. 3
19 6 8. 5








































19 7 2. 2
1 9 72.1 0
1973.1 0
19 7 6. 9
分　　担
連　　名
連　　名
連　　名
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謝 辞

謝 辞
　
本論文の大半は、共同研究の成果をもとに構成されている。論文執筆にあたっ
て西川幸治京都大学教授には構成全般にわたって御指導をいただき、三村浩史京
都大学助教授には個別研究の段階から多くの示唆と援助をいただいた。記して厚
く感謝の意を表します。
三村研究室に所属し研究活動に参加して10有余年、ふりかえってみれば、実に
多くの優れた諸先輩と共に、共同研究者に恵まれた。
また、豊中市をはじめとする行政の担当者からも調査や計画の機会を提供して
いただいた。
各種研究組織では、諸先生から多くの示唆と指導をいただき、調査・計画の過
程では地域住民と活動をともにする機会にも恵まれた。
本論文は、こうした「共同体」的な研究活動に深く根ざしたものであり、あら
ためてこれらの方々に深く感謝するとともに、今後のいっそうの御指導をお願い
するものである。
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